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第２章 現状と課題 

１ 札幌の現状 

（１）地勢 

札幌市は、石狩平野の南西部に位置し、東は石狩川から野幌原始林にかけ

ての低地帯、西は手稲山系、南は支笏洞爺国立公園に連なる一大山地、北は

日本海に接する石狩砂丘地に囲まれた都市で、200万人近くの人々が暮ら

す大都市でありながら、豊かな自然に恵まれた、北海道の政治・経済、文化

の中心地です。 

地形は、市街地が発達してきた豊平川扇状地、北東部の石狩低地帯、南西

部一帯の山岳地、東南部の丘陵・台地の４つに区分することができます。 

気候は日本海型気候で、夏はさわやか、冬は積雪寒冷を特徴としており、

四季の移り変わりが鮮明です。札幌の年平均気温はおよそ8.9℃、年総降水

量はおよそ1,100mm です。 

 

（２）札幌の都市計画 

札幌市全市域112,126ha のうち、南西部の国有林を除く56,795ha（全

市域の約50.7％）が都市計画区域に指定されて います。そのうち

25,017ha（全市域の約22.3％）が市街化区域に、31,778ha（全市域の

約28.3％）が市街化調整区域に指定されています。 

 

 

 

 

 

  

都市計画法に基づく札幌市域の区分図 
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（３）社会情勢の変化 

①地球規模の環境問題の深刻化 

地球規模での人口増加や経済規模の拡大の中で、水や食料の不足、大

気・海洋汚染、エネルギーなどの資源枯渇問題、生物多様性の喪失、さら

には地球温暖化に伴う気候変動など、人間活動に伴う地球環境への負荷

はますます増大しています。 

人類の生存基盤である地球環境は存続の危機に瀕しており、世界は持

続可能な社会に向けた大きな転換点を迎えています。 

 

②持続可能な開発目標の推進 

地球規模での環境問題を解決し、持続可能な社会の形成に世界全体で

取り組むため、平成27年（2015年）９月の国連総会において、「持続

可能な開発のための2030アジェンダ」が採択されました。このアジェン

ダでは、人間、地球及び繁栄のための行動計画として、令和12年（2030

年）までに解決すべき17のゴールと169のターゲットからなる「持続可

能な開発目標（SDGs）」が設定されています。 

SDGsは発展途上国のみならず、先進国も含めた全ての主体が取り組

む普遍的なものであり、日本においても「SDGs推進本部」の設置や

「SDGs実施指針」の策定など積極的に取り組んでいます。 

札幌市においては、平成30年（2018年）に「SDGs未来都市」とし

て選定され、「札幌市SDGs未来都市計画」に基づき、「環境」の取組の

推進を“起点”とした、「経済」や「社会」への波及を目指すとともに、

北海道という地域特性を活用した取組を進め、「寒冷地における環境都

市」の世界モデルの構築を目指し、SDGs達成に向けた取組を進めること

としています。 

  

持続可能な開発目標（SDGs） 
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③人口減少社会の到来、少子高齢化の進行 

札幌市の人口は、令和元年（2019年）8月現在、約197万人であり、

これまでは人口の増加が続いています。 

しかし、令和42年（2060年）には人口が155万人になると推計され

ており、平成27年（2015年）の195万人から40万人減少することに

なります。 

年齢別では、経済活動を主に支える生産年齢人口（15～64歳）は、令

和42年（2060年）には76万人となり、平成27年（2015年）の124

万人から48万人減少し、年少人口（0～14歳）は、令和42年（2060

年）には13万人となり、平成27年（2015年）の22万人から9万人減

少することになります。 

 

  

  

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

   

  

④経営資源の制約 

これから迎える人口減少・超高齢社会は、私たちの暮らしにさまざま

な影響を及ぼすことが推測されています。 

札幌市においては、今後も生産年齢人口の減少が予測されるため、行

政の財源や人材の不足などの経営資源の制約が懸念されます。 

  

札幌市の人口の将来見通し（各年 10月 1日現在） 

出典：総務省「国勢調査」、札幌市 
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⑤人口構造の地域的な偏り 

平成22年（2010年）国勢調査をもとにした人口の将来推計の増減率

をみると、中央区周辺への一極集中が顕著であり、その他の地域では郊

外の新規開発地を除くほとんどの地域で、人口減少が推測されています。

さらにこの傾向が令和12年（2030年）以降も続いた場合、人口が減少

する地下鉄駅周辺では都市機能の低下などが想定され、市街地における

「人口分布の偏在」が、本市の持続的な都市づくりに弊害をもたらすこ

とが懸念されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

⑥外国人来訪者の増加 

近年、観光客数は増加しており、特に外国人宿泊者が急速に増加して

います。 

 

 

 

 

 

 

  

地区別の将来人口総数増減率 平成22年（2010年）～令和12年（2030年） 

出典：札幌市立地適正化計画 

 

出典：札幌市観光統計データ 
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⑦北海道新幹線の札幌延伸、冬季オリンピック・パラリンピックの開

催招致 

ア 北海道新幹線札幌延伸 

北海道新幹線は、全区間約360kmのうち、新青森駅から新函館北斗

駅までの約149kmが平成28年（2016年）3月26日に開業し、新函

館北斗駅から札幌駅までの約212kmは、令和12年度（2030年度）

末に開業する予定で、平成24年（2012年）から建設工事を進めてい

ます。 

新幹線札幌駅ホームは、在来線ホームの東側に設置される計画で、札

幌市では新幹線ホームに隣接する街区において、南口駅前広場と新幹

線駅施設との連続性を生み出し、札幌の新しい顔となるオープンス

ペースのほか、バスターミナルなどの施設を整備する予定です。 
 

イ 冬季オリンピック・パラリンピック開催招致 

札幌市では、令和12年（2030年）冬季オリンピック・パラリンピッ

クの招致を目指しています。 

この招致をきっかけとして、まち全体をリニューアルし、雪を楽しむ

文化・ライフスタイルを新たな価値として、市民さらには国内外へ発

信していくとともに、超高齢社会に対応したユニバーサルなまちづく

りを進めるなど、まちづくり戦略ビジョンに掲げた都市像「北海道の

未来を創造し、世界が憧れるまち」「互いに手を携え、心豊かにつなが

る共生のまち」の実現を目指します。 

 

⑧都市緑地法等の改正 

近年の社会の成熟化、市民ニーズの多様化、都市インフラの一定の整

備等を背景として、みどりがもつ多機能性を最大限に引き出すことを重

視し、ストック活用や民間との連携の加速、一層柔軟に使いこなしてい

くことを目的に、都市緑地法等の一部を改正する法律（平成29年（2017

年）５月）が公布されました。 

【主な政策の改正点】 

 

 

 

  

【都市公園法等】 

◼ 都市公園で、保育所等

の設置を可能に 

◼ 民間事業者による公

共還元型の収益施設

（カフェレストラン

等）の設置管理制度の

創設      等 

【都市緑地法】 

◼ 民間による市民緑地

の整備を促す制度の

創設 

◼ 緑の担い手として民

間主体を指定する制

度の拡充    等 
 

【生産緑地法、都市計画法、
建築基準法】 

◼ 生産緑地地区内で、直

売所・農家レストラン

等の設置を可能に 

◼ 新たな用途地域の類型

として田園住居地域を

創設       等 

都市公園の再生・活性化 緑地・広場の創出 都市農地の保全・活用 
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（４）札幌のまちづくりの方向性 

以下の計画が関連する札幌市の他の計画です。 
 

①札幌市まちづくり戦略ビジョン 
（平成 25 年度（2013 年度）～令和 4 年度（2022 年度）） 

札幌市まちづくり戦略ビジョンは、札幌の将来像を示す全市的なまち

づくりの方針を定めるもので、幅広い分野にまたがる総合計画として最

上位に位置付けられる計画です。 

札幌市まちづくり戦略ビジョンでは、目指すべき都市像を実現するた

めの７つの分野での重要な視点をあげています。特にみどりづくりに関

係する視点は以下の5つです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特にみどりづくりに関係する視点と基本目標】 

 

 

 

 

  

地域 
・共生と交流により人と人がつながるまちにします 

・様々な担い手が地域のまちづくり活動に参加するまちにします 

・多様な地域課題を解決できるまちにします 

子ども 
若者 

安全 
安心 

・誰もが健康的で安心して暮らせるまちにします 

・安全な日常生活が送れるまちにします 

環境 
・豊かな自然と共生するまちにします 

・市民が環境について学び行動するまちにします 

地
域
で
の 

支
え
合
い
と 

つ
な
が
り
づ
く
り 

暮
ら
し
と
雇
用
を 

支
え
る
経
済
の
発
展 

将
来
を
担
う 

子
ど
も
・
若
者
の 

健
や
か
な
育
み 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

「
人
に
優
し
い
」 

ま
ち
づ
く
り 

次
世
代
へ
つ
な
げ
る 

持
続
可
能
な 

ま
ち
づ
く
り 

文
化
芸
術
・ 

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る 

創
造
性
の
育
み 

目指すべき都市像 

北海道の未来を創造し、 
世界が憧れるまち 

互いに手を携え、 
心豊かにつながる共生のまち 

重 要 な 視 点 

地域 経済 子ども 
若者 

安全 
安心 環境 文化 都市 

空間 

魅
力
と
活
力
を 

持
続
的
に
高
め
る 

集
約
型
の 

ま
ち
づ
く
り 

重 要 な 視 点 

・安心して子どもを生み育てられるまちにします 

・将来を担う子どもの成長と自立を支えるまちにします 

・若者が社会的に自立し活躍できるまちにします 

・札幌の顔となる魅力と活力あふれる都心にします 

・都市の価値を高めるみどりを生かしたまちにします 

都市 
空間 
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集合型居住誘導区域【5,833ha】 
※都市再生特別措置法に規定する居住誘導区域 

都市機能誘導区域（都心）【480ha】 

都市機能誘導区域（地域交流拠点） 
【530ha】 

持続可能な居住環境形成エリア 

②第２次札幌市都市計画マスタープラン 
（平成 28 年（2016 年）～令和 17 年（2035 年）） 

第２次札幌市都市計画マスタープランは、札幌の目指すべき都市像の

実現に向けた取組の方向性を全市的視点から整理した計画です。 

平成28年（2016年）には「人口減少」「少子高齢化」を背景とした

方向性の修正を行い、都市づくりの基本目標は「世界都市」「コンパクト

な都市」「札幌らしいライフスタイルが実現できる都市」「低炭素都市」

「安全・安心な都市」としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③札幌市立地適正化計画（平成 28 年（2016 年）～令和 17 年（2035 年）） 

第２次札幌市都市計画マスタープランに掲げる都市づくりの目標の実

現を目指し、市街地区分に応じた人口密度の適正化や、公共交通を基軸

とした各種都市機能の適正配置を図るための計画です。 

          

主な区域 

【集合型居住誘導区域】 

（地下鉄駅周辺等の公共交通利便性の高い地域） 

→人口分布の偏在を是正しつつ、人

口密度の維持・増加を図る 

【都市機能誘導区域（都心）】 

→国際競争力の向上に資する高次都

市機能を有する施設、教育文化施

設、多くの市民が利用する公共施

設の誘導を図る 

【都市機能誘導区域（地域交流拠点）】 

→多くの市民が利用する公共施設の

誘導を図る 

 

１ 魅力があふれ世界を引きつける
都心 

【総合的な取組の方向性】 

２ 多様な交流を支える地域交流拠
点 

３ 利便性が高く魅力ある複合型高
度利用市街地の実現 

４ 地域特性に応じた一般住宅地・
郊外住宅地の居住環境の維持・
向上 

５ 市街地の外の自然環境の保全と
活用 

江別市の
市街地 
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④札幌市景観計画（平成 29 年（2017 年）～令和 17 年（2035 年）） 

都市が拡大・成長する中で、受動的・保守的に秩序と調和のある都市景

観を維持するこれまでの景観施策から、成熟した都市において、景観を

構成する要素を幅広くとらえ、能動的・創造的に都市の魅力・活力を向上

させるための景観施策へと転換していくことを大きな課題と捉え、札幌

の景観形成の総合的な指針として、理念や目標、方針などを明らかにす

るとともに、その実現に向けた取組などを定めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

景観形成の方針（抜粋） 

自
然 

気候等 

〇四季が明瞭な気候特性を生かし、四季の変化が感じられる景観形成を図り
ます。 

〇特に、雪のある景観が札幌の個性の一つであることを踏まえ、雪に配慮し
た景観形成を図ります。 

地形 
（山地、丘陵

地 、 扇 状
地、平地） 

〇札幌の地形が持つ特性を生かした景観形成を図ります。 
〇特に、市街地の背景となる山並みは、方向や広がりを確認できる要素であ

ることから、山並みへの眺望に配慮した景観形成を図ります。 

水とみどり 

〇主要な河川や市街地を取り巻くみどりなど、骨格となる水とみどりのネッ
トワークを基軸として重視するとともに、歩行空間や隣り合う敷地間など
におけるきめ細かな水とみどりの連続性も考慮した景観形成を図ります。 

〇特徴ある水辺空間や拠点となるみどりを生かした景観形成を図ります。 
〇札幌の植生やシンボルとなる樹木などを生かした景観形成を図ります。 
〇水とみどりが連続する自然環境を保全するなど、多様な生態系に配慮した

景観形成を図ります。 

都
市 

都心 【世界に向けて都⼼の魅⼒を発信する優れた景観形成】 

拠点 【各拠点の特性を⽣かした景観形成】 

複合型高度
利用市街地 

【利便性の⾼い快適な暮らしを演出する景観形成】 

一般市街地 【居住環境の維持・向上に向けた景観形成】 

郊外住宅地 【ゆとりある居住環境を重視した景観形成】 

⼯業地・  
流通業務地 【周辺市街地と調和した景観形成】 

幹線道路等
の沿道 

【連続性のある道路景観の形成】 

市街地の外 【市街地を取り囲む⾃然的特性を重視した景観形成】 

人
（
暮
ら
し
） 

歴史 〇格⼦状街路や防⾵林など、街の成り⽴ちを尊重した景観形成を図ります。 

文化・暮らし 

〇市内外から多くの人々が訪れる場所では、市⺠や観光客等が魅⼒を感じら
れるよう、その場所の特性を踏まえるとともに、札幌の⽂化を尊重した景
観形成を図ります。 

〇住宅地等では、地域ごとの住まい⽅の違いを踏まえ、地域住⺠が関わりな
がら、地域への愛着を⾼める景観形成を図ります。 

 

北の自然・都市・人が輝きを織りなす美しい札幌の景観を創り上げる  

【理念】 

１ 札幌固有の景観特性と街の成り立ちを尊重し、秩序と調和のある景観づくり 

【目標】 

２ 地域の個性が際立ち、多彩な輝きを放つ景観づくり 

３ 多様な主体がつながり、持続的に取組を重ねる景観づくり 

【関連する方針】 
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⑤第２次札幌市環境基本計画 
（平成 30 年（2018 年）度～令和 12 年（2030 年）度） 

札幌市環境基本条例第７条で定める施策の策定等に係る基本方針を踏

まえ、本市における環境保全に関する長期的な目標と施策の方向を定め

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥生物多様性さっぽろビジョン 
（平成 25 年（2013 年）～令和 32 年（2050 年）） 

生物多様性基本法に基づく地域戦略として、また札幌市環境基本計画

の個別計画として策定したもので、「札幌の自然環境の保全」と「ライフ

スタイルの見直し」の両面から生物多様性の保全に取り組むこととして

います。札幌の自然環境の保全に向けては、市域を４つのゾーンに区分

し、それらをつなぐ生態系とともに、各ゾーンの望ましい姿を示してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

北の生き物と人が輝くまち さっぽろ 

【理念】 

１ 豊かな生物多様性と共生する都市づくり 

【目標】 

２ 環境首都・札幌にふさわしい生物多様性に配慮したライフスタイルの実践 

３ 自然環境と一体となった文化や知恵、景観など、伝統資源の継承及び創造 

 

４つの旋策の柱 施策の方向性 

「理解する」 

生物多様性に対する理解を深める 

・自然とのふれあいの場の充実 
・環境教育・普及啓発 
・調査分析・情報共有 
・生物多様性の保全及び持続可能な利用に関する技術

の向上 

「協働する」 

生物多様性の保全に皆で取り組む 

・活動主体の育成、支援 
・連携の仕組みづくり 

「継承する」 

生物多様性を守り育て、 

将来に伝えていく 

・生息・生育環境の保全と拡大 
・野生生物をめぐるトラブルの軽減 
・環境負荷の低減 
・歴史的文化的資産の継承 

「活用する」 

生物多様性の持続可能な利用を進める 

・自然を活かすライフスタイルの推進 
・環境に配慮した消費行動の推進 
・持続可能な社会経済活動への活用 

 

【関連する取組（抜粋）】 

次世代の子どもたちが笑顔で暮らせる 
持続可能な都市「環境首都・ＳＡＰＰ ＲＯ」 

） 

目指す将来像（長期的な目標） 

札幌市環境基本条例 第 7 条（施策の策定等に係る基本方針） 

基本方針を踏まえて、 
施策の方向を「5 つの柱」に区分して設定 

①健康で安全な環境の中で生活できる都市の実現  

⑤環境施策の横断的・総合的な取組の推進 

各柱で目指す「2030 年の姿」にＳＤＧｓの考え方を活用 

②積雪寒冷地に適した 

低炭素社会の実現 

③資源を持続可能に活用する 

循環型社会の実現 

④都市と自然が調和した 

自然共生社会の実現 
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２ みどりの現状と課題 

 

 

 

①現状 

ア これまでの取組と評価 

（ア）市街地の拡大を抑制し、自然環境や美しい山並みを保全 

札幌市では、自然環境の骨格をなす山並みや、丘陵、河川及び市街

地に残る緑地などの緑豊かな都市環境を風致地区※に、都市景観上・環

境保全上あるいは歴史的・文化的観点から保全する必要のある樹林地

を特別緑地保全地区※に指定し保全してきました。 

また、開発指向の強い地域や自然環境の保全が必要な森林を、都市

環境林※として取得し保全してきました。 

その結果、市街地の拡大を抑制し、広く市街地から眺望できる美し

い山並みが保全され、札幌市民の原風景をつくる重要な要素となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         都市環境林など地域制緑地※ 

 
※ 風致地区：都市計画法に基づき、都市の風致を保全するために定められた地区。 
※ 特別緑地保全地区：都市緑地法に基づき、良好な都市環境を確保するために必要な自然的環境を保

全する目的で定められた、主に市街化区域内の緑地。 

※ 都市環境林：都市近郊林の保全・活用を目的として、主に市街化調整区域の民有林を公有化した樹

林地。 
※ 地域制緑地：公有地、私有地の良好な緑地を法律や条例、要綱等の制度によって保全している場所。 

地域制緑地などにより 

保全されているみどり 

自然 
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（イ）骨格的なみどりのネットワーク形成 

札幌市は、戦後、町村合併や冬季オリンピック札幌大会を契機に人

口が増加し、郊外に住宅地が開発され、市街地が拡大していきました。

このため、「環状グリーンベルト構想※」を昭和 57 年（1982 年）に

策定し、これに基づき市街地をみどりの帯で包み込むように森林や農

地の保全・大規模公園の整備を進めてきました。現在は、特色のある大

規模な都市公園を含む環状グリーンベルトと、道路緑化や河川で構成

されるコリドー※により、骨格的なみどりのネットワークを形成してき

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 環状グリーンベルト構想：札幌の自然条件を活かしながら、拠点となる公園を配置し、札幌のまち

をみどりの帯で囲む構想。 
※ コリドー：緑の回廊（生態的な回廊）。道路緑化や河川などの植物群落や水域の連続性を保全する

ことにより、野生生物の生息空間を確保するもの。 

[凡例] 

 
環状グリーンベルト 

昭和 57 年（1982 年）に策定した「環状グリーンベルト構想」に基づ
き、市街地をみどりの帯で包み込むように、森林や農地の保全・大規模公
園の整備を進めてきました。 

 コリドー 
主要な道路や河川のみどりを保全・創出・連続化させて、特色あるみどり
の軸を形成してきました。 

水を中心としたみど

りのネットワーク 

河川とその周辺のみどりをネットワーク化し、水とみどりの景観軸を形成
してきました。 

街路を中心としたみ

どりのネットワーク 

街路樹の適正な配置・育成と、花を活用した美しく快適な歩行空間づくり
を推進し、札幌の軸となる道路景観を形成してきました。 

山地丘陵のみどり 
市街化調整区域に位置し、比較的みどり豊かな山地丘陵地となっていま
す。これまで、風致地区の指定や、都市環境林として森林を公有化しなが
ら、みどりを保全しています。 

 平地のみどり 
市街化調整区域に位置し、農地や草地が広がる比較的みどり豊かな平地と
なっています。 
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（ウ）「札幌市緑の保全と創出に関する条例」に基づく保全 

札幌市では、平成13年（2001年）制定の「札幌市緑の保全と創出

に関する条例※」に基づき、市域を５つのエリアに分類し、それぞれに

緑化率を定め、開発の際に緑化を義務づける緑保全創出地域制度※を国

の法律改正に先駆けて運用しています。この制度により、開発による

みどりの喪失が抑制され、一定量のみどりが保全・創出されてきまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 札幌市緑の保全と創出に関する条例：市、市民、事業者及び土地の所有者等が相互に手を携えなが

ら本市のみどりを豊かなものにし、現在及び将来の市民が健康で文化的な生活を営むうえで必要と

する良好な都市環境を確保することを目的として制定された条例。 
※ 緑保全創出地域制度：緑の保全と創出に関する条例に基づき、市内全域を５つの地域に分け、開発

を行うときに一定の緑化を義務付け、みどり豊かな都市環境を保全及び創出する制度。 

緑保全創出地域の指定図 

山岳 
地域 

山岳地帯として自然が豊かであり、土地の位置、形状その他の土地の状況か
らみて自然環境を保全すべき地域で、大部分が都市計画区域外に位置する。
（国有林が大部分を占める） 

里山 
地域 

市街地の周辺にあって、みどりが比較的豊かであり、みどりを保全・創出し
ながら、市街地の周辺にふさわしい土地の活用を図る山岳丘陵で、市街化調
整区域に位置する。 

里地 
地域 

市街地の周辺にあって、みどりが比較的豊かであり、みどりを保全・創出し
ながら、市街地の周辺にふさわしい土地の活用を図る平地で、市街化調整区
域に位置する。 

居住系 
市街地 

市街地にあって、居住環境に配慮して緑を保全・創出しながら、市街地にふ
さわしい土地の活用を図る地域で、市街化区域の主に住宅地に位置する。 

業務系
市街地 

市街地にあって、業務環境に配慮して緑を保全・創出しながら、市街地にふ
さわしい土地の活用を図る地域で、市街化区域の主に業務地に位置する。 
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イ 都市計画区域のみどりの現状 

（ア）都市計画区域の緑被分布と緑被率※ 

都市計画区域の緑被分布は、南西の市街化調整区域には樹林樹木、

北東の市街化調整区域には草地や農地が多く分布しています。また、

市街化区域では、樹林樹木、草地が小面積で点在して分布するほか、街

路樹が多く分布しています。 

平成26年度（2014年度）調査による、都市計画区域全体の緑被率

は、55.6％となっていますが、市街化調整区域の緑被率84.7％の割合

が大きく影響し、市街化区域の緑被率は17.8％にとどまっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 緑被率：樹林地（街路樹、樹林樹木）、草地、農地、水面など植物に覆われた面積が占める割合。 

 
都市計画区域全体 市街化区域 市街化調整区域 

面積(ha) 緑被(％) 面積(ha) 緑被(％) 面積(ha) 緑被(％) 

樹林樹木 22,208 38.6 1,758 7.0 20,450 62.9 

草地 5,801 10.1 1,789 7.2 4,012 12.6 

農地 2,938 5.1 439 1.8 2,499 7.7 

水面 780 1.4 197 0.8 583 1.8 

街路樹 288 0.5 272 1.1 16 0.0 

緑被地 32,015 55.6 4,455 17.8 27,560 84.7 

区域面積 57,541  25,017  32,524  

区域ごとの緑被面積および緑被率 

出典：平成26年度（2014年度）札幌市緑被現況調査 

樹林樹木 

草地 

農地 

水面 

街路樹 

非緑被 

都市計画区域全体の緑被分布図 

市役所 
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（イ）緑被面積の経年推移 

緑被面積全体の推移は、ほぼ横ばいで、約 3.2 万 ha の規模となっ

ています。樹林地や草地・水面は増加傾向にありますが、農地は減少傾

向にあり、農地が草地などに置き換わっていると推測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（ウ）土地利用別緑被率（市街化区域） 

土地利用別の緑被率を見ると、公共施設等※の緑被率は 32.2％と比

較的高いものの、民有地※の緑被率が 11.2％と低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
※ 公共施設等：公園・緑地、保全緑地、河川敷・堤防、道路・歩道、各種学校など。 
※ 民有地：業務地、戸建住宅、集合住宅、耕作地、社寺・墓地、駐車場・空地、未利用地、用水・た

め池など。 

市街化区域の土地利用別緑被率 

出典：平成19年度（2007年度）・平成26年度（2014年度）札幌市緑被現況調査 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

民有地

公共施設等

Ｈ19（2007）

内、緑被率 内、非緑被率

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

民有地

公共施設等

Ｈ26（2014）

内、緑被率 内、非緑被率

32.2％ 67.8％ 
27.8％ 

72.2％ 

11.2％ 88.8％ 

31.9％ 68.1％ 
27.6％ 

72.4％ 

14.2％ 85.8％ 

21,878 22,173 22,496 

4,994 5,169 5,801 

4,188 3,115 2,938 
700 769 780 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

H8(1996) H19(2007) H26(2014)

樹林地 草地 農地 水面

31,760ha 31,226ha 32,015ha

(ha) 

都市計画区域の緑被面積の経年推移 

出典：平成8年度（1996年度）・平成19年度（2007年度）・ 

平成26年度（2014年度）札幌市緑被現況調査 

※ 

※樹林地は、樹林樹木と街路樹の合計 



 

24 

第

2

章 

ウ 森林の現状 

（ア）森林の構成 

札幌市の森林は、西部〜南部の山地や丘陵地に多く位置しています。

森林面積の約 8 割を国有林が占め、所管別の森林面積の推移は、ほぼ

横ばいの状況にあります。山地や丘陵の森林は、自然林が大部分を占

めていますが、一部に人工林がまとまって存在している地区も見られ

ます。市街地周辺の円山や藻岩山、野幌などに、原生林が位置している

ことが特徴です。 

札幌市の森林は、自然環境の保全に関わる制度等※により地域指定さ

れ保全されています。（P26 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）都市環境林の状況 

都市環境林には、自然林だけで構成されている森林と、自然林、人

工林が混在する森林があります。都市環境林全体でみると、人工林が

60％を占め、その多くはカラマツ林で、40年以上の林分※が大半と

なっています。 

人工林では、間伐が遅れ、立ち枯れや風倒木等が発生し、ヤブにな

りつつある箇所が生じたり、陽光不足で林床が露出したりするなど、

森林の公益的機能が損なわれている林分も発生しています。 

 

 

 

 

  

 
※ 自然環境の保全に関わる制度等：天然記念物、自然公園、環境緑地保護地区、自然景観保護地区、

鳥獣保護区など。 
※ 林分：樹種・樹齢、樹冠や木の生育状態などがほぼ一様で、隣り合う森林と区別できるひとまとま

りの森林のこと。 

国有林

55,332 ha

78.7%

市有林

1,886 ha

2.7％

民有林

13,385 ha

19.0％

国有林

55,984 ha

78.8%

市有林

2,016 ha

2.8%

民有林

13,189 ha

18.5%

平成 20年度(2008年度) 平成 27年度(2015年度) 

         所管別の森林面積の推移 

出典：平成20年度（2008年度）・平成27年度（2015年度）北海道林業統計 

70,603ha 71,189ha 

間伐遅れで小径木や立ち枯れ・ 
風倒が生じている林分 

林分間伐遅れから林床植物が消失したり、 
立ち枯れ等が生じている林分 
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（ウ）森林の活用 

市街地周辺の自然環境に恵まれた森林丘陵地に、自然と親しみ散策

ができる自然歩道が８ルート整備されています。自然歩道※や市民の

森 ※の利用者は約 26 万人（年間推計値）で、広く市民に親しまれてい

ます。一方、藻岩山・円山・三角山の 3 ルートで全体の 86％を占める

など利用箇所に偏りが見られるほか、外国人の利用や新たな利用形態

（トレイルランニング※）の増加が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
※ 自然歩道：比較的アクセスしやすい森林に、自然の中を散策できるよう整備された歩道。 
※ 市民の森：市民が散策など自然と触れ合うことができるよう、札幌市が民有地を借用し、市民に開

放している森林。 
※ トレイルランニング：未舗装路の山や丘陵の自然歩道などを走るもの。 

      自然歩道などの利用状況（ルート別の年間利用者推計） 

  出典：平成24年度（2012年度）・平成25年度（2013年度）札幌市市民の森等利用状況調査 

三角山～盤渓ルート 

36.6% 29.4% 20.1%
9.3%

1.6%

1.2%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

藻岩山ルート 円山ルート
三角山～盤渓ルート 平和の滝～手稲山ルート
中の沢～小林峠・源八沢ルート 手稲山北尾根ルート
その他

86.2％
年間利用者総数 258,694人

藻岩山ルート 円山ルート
三角山～盤渓

ルート

（西野市民の森、手稲本町市民の森、西岡レクの森ルート、

盤渓市民の森、白川市民の森、南沢市民の森、豊滝市民の森）

※西岡～真栄・有明ルートについては、利用目的が多様で、施設としての性格が他と大きく

異なるため、調査の対象外となっている。
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自然環境の保全に関わる制度等の指定状況 

円山・藻岩山など市街地 

周辺に原始林が位置 
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エ 農地の現状 

札幌市の北東部や西部の平野部では露地野菜※や牧草など、南東部の山

間丘陵地帯では施設野菜※や果樹などの生産の場となっています。中でも北

東部に広がるタマネギ畑は札幌らしい農風景を形成しています。また、市

民農園など、市民が農業に触れる場としての機能も担っています。 

しかし、ここ45年で農地面積は約85％減少し、農地面積に対する耕作

放棄地面積の割合は増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

オ 生物多様性の現状 

札幌市には、山地の原生的な自然環境から都市部

の人為的な環境まで幅広く多様な生態系が分布し、

約6,000種以上の動植物が記録されています。 

また、市民参加による「さっぽろ生き物さがしプ

ロジェクト※」においても、市街地全域において広く

野生動植物の生息・生育状況が報告されています。 

市内で確認されている生物のうち297種は、絶

滅の恐れのある種として、札幌市版レッドリスト

2016などに掲載されています。市内で確認された

外来種は、国内移入種も含め432種が確認されています。  

 
※ 露地野菜：温室や温床などの特別な設備を使わず、露天の耕地で栽培された野菜。 
※  施設野菜：ビニールハウスやガラス室などの施設で栽培された野菜。 
※  さっぽろ生き物さがしプロジェクト：札幌市内の野生動植物の生息・生育状況を把握するとともに、

市民の生物多様性に対する関心と理解を深めることを目的に実施されている、市民参加型の生き物

調査。 

「さっぽろ生き物さがし 2017」で 
 野生動植物の報告があった地区 
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耕作放棄地面積の推移 

出典：第２次さっぽろ都市農業ビジョン 
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https://kotobank.jp/word/%E3%83%93%E3%83%8B%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%8F%E3%82%A6%E3%82%B9-611929#E3.83.87.E3.82.B8.E3.82.BF.E3.83.AB.E5.A4.A7.E8.BE.9E.E6.B3.89
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②課題 

ア 人工林の管理の遅れ 

これまで取得してきた都市環境林内の人工林は、間伐などの管理が遅れ、

立ち枯れや風倒木が発生し、ヤブになりつつある箇所が生じたり、陽光不

足で林床が露出したりするなど、森林の公益的機能が損なわれている状況

が課題となっています。 
 

イ 森林の利用ニーズ多様化 

市街地近郊の森林では、自然歩道などの利用箇所の偏りが見られるほか、

トレイルランニングなど近年の新たな利用形態の増加が見られることから、

自然への影響が課題です。 
 

ウ 耕作放棄地の増加 

農地は、耕作放棄地の増加が見られ、札幌らしい農風景の喪失が課題で

す。 
 

エ 生物多様性への対応 

森林や平地、市街地においても広く生物が生息している状況を維持する

ために、在来種の生息・生育空間の確保とともに、外来種への適切な対策

が課題となっています。 

生物多様性については、札幌市内に生息する動植物の種類など、個々の

生態系に関する情報の充実や、生物多様性保全の効果的な推進に向けて、

市民への生物多様性に対する理解度の向上が課題となっています。 

 

 

 


